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要 旨

電力系統ほ,各地に散在する多くの設備から構成されており,これらの設備を監視制御するために,サイク

リックディジタル情報伝送装置などの情報伝送装置が採用されている｡最近,自動給電システムの発展につjt

て,これらの情報伝送装置によって伝送されるデータが,高速,多量になり,これを円滑に処理することが市

更になっており,このためにデータ交換システムが開発された｡

データ交換システムの中枢部は,制御用計算機HIDIClOOまたほHIDIC500である｡

本文では,このデータ交換システムの構成と動rFの概要を説明している｡

1.緒 口

電力会社では,電力系統の合理的,経済的な運用を図るために各

地の電力設備を電子計算機に有機的に結合して,総合的な自動給電

システムとすることが,活発に進められている｡

この自動給電システムでは,各地に散在する電力設備は,テレメ

ータ,スーパビジョンなどの各種の情報伝送装置によって相互に

結合されている｡特に,近年サイクリックディジタル情報伝送装

置などの,伝送効率,精度などの面ですぐれた情報伝送装置が多数

設置されたのにつれて(1)く2),このような高度な情報伝送システムを

より有効に活用するため,次の条件を満足することが要求されて

きた｡

(1)データが集中する地点では,高速,多量のデータを効率よ

く収集,分配しなければならない｡

(2)自動給電システムの中心となる制御用計算磯と,情報伝送

装置との結合を円滑に行なわなければならない｡

日立データ交換システムは,これらの要求を満足するために開発

されたもので,今後ますます拡大する自動給電システムの中のかな

めとして必要欠くべからざるものである｡

本システムでほ,その中枢部に,制御用計算楼HIDIClOOある

いはHIDIC500を適用しており,その榛能はフレクシビリティに

富み,小規模なシステムから大規模なシステムまで広く適用するこ

とができる｡図lは本システムの外観を示したものである｡

以下,本システムの概要について述べる｡

2.横 能

データ交換装置に要求される傲能は,大別すると

(1)デー タ 交換

(2)上位の制御用計算棟との結合

(3)デ ー タ 処理

の三つになる｡このうち,(1)はデータ交換装置本来の機能であり

(2),(3)は,能力の余裕の範田内で処理されるもので,付帯機能

と呼ぶことができる｡

2.1デー タ交換

情報伝送装置で伝送されるデータをもれなく収集し,所定の個

所へ分配する機能である｡

図2は,データ交換装置を適用した場合と,適用しない場合の伝

送路の構成の比較を示したものである｡すなわち,図のC地点に,
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図1

データ交換装置を適用

すれば,これを適用し

ない場合に比べて,A

D問およびBD間の伝

送路を省略することが

できる｡D地点から見

ると,伝送回線数の減

少および,端末数の減

少という効果がある｡

この場合C地点のデー

タ交換装置古･ま,AB両

地点から収集したデー

タのうちD4,D5に,

C地点で発生するデー

タD3を加えて,編成

しなおし,D地点へ送

信するというデータ交

換機能を持つことに

なる｡

データ交換装置で,

このようなデータ交換

機能の対象とする情報

伝送装置は,おもにサ

イクリックな伝送形式

をとるものである｡図

×lル
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同上データ交換システム適用地点

二:+:伝 送 路
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D5

(イ)データ交換システムを適用しない場合の伝送路

Dl,D4

D2,D5

D3,D4,D5

(ロ)データ交換システムを適用した場合の伝送路

図2 データ交換装置の適用による

伝送路の構成例



電力系統制御用データ交換システム 1143

フレーム構成

同期ワード 情報ワード♯1 情報ワード♯2 情報ワード♯n-1 情報ワート■♯n

アト'レス

逆送(反転)初 速

だ
ー
.

情報ワ一ド構成

甫m

樅

御

人界

詣

二
■
‖

CLC

理
山
置

処装

担

岡6

3ほその一例として､

リック情報伝送装置

図3 CDTデータフオ〉マット

CDT

(･壬)

CDT

(送)
置韮外槙h父

チ
ー
タ
交
操
入
山
.
1
｡
力
装
置

(
D
X
I
′
′
0
)

ソール

カ裳岩

醐芯

サイ.ナり,ノア

久一-′∴-

親局

データ交換装置適用システム例

電気学会通信専門委員会で提示されたサイク

(以下CDTと略記)の符号形式を示したもの

である(3)｡

データ交換装置と情報伝送装置とのインターフェースは,図4,図

5に示すように標準化されている｡したがって,このインターフェー

スを満足すれば,上記のCDTだけでなく,これと類似な伝送形式

をとっているサイクリック遠方監視制御装置,集中式遠方監視制御

装置(4)などにも,広く適用することができる｡さらに,サイクリッ

ク伝送形式をとっていない従来のアナログテレメータ,パルスコー

ド式遠方監視制御装置などでも,標準インターフェースに変換する

ための結合装置をもうけることによって,データ交換装置と結合し,

情報伝送システムとして統一することができる｡

2.2 制御用計算機との結合(5)

情報伝送システムが,高速で,多量のデータを取り扱うようにな

ってくるにつれて,情報伝送装置と制御用計算棟の間に,データ交

換装置を置くことが必要になってくる｡その理由は次のとおりで

ある｡

(1)データ交換装置を置かなければ,制御用計算機の入出力点

数が膨大なものになる｡

(2)煩雑な情報伝送装置とのデータ授受を制御用計算機の業務

から切りはなし,負担を軽減しなければならない｡

(3)データの監視などのような,単純ではあるが,ひんばんに

行なわなければならない重要な処理は,大形の制御用計算

機に対して,比較的小規模なデータ交換装置に行なわせる

ことによって信板度の向上を図る必要がある｡
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図5 情報伝送装置とのインターフェース(タイムチャート)

本装置でほ,メモリ内の任意のデータを,高速で転送することに

よって,上位の制御用計算機の負担を軽減することができる｡

2.3 デー タ処羊聖

上位の制御用計算機との結合のはかに,付帯機能として要求され

る枚能としてほ,次のようなものがあげられる｡

(1)スケール変換

(3)上下限監視

(5)各種の浜算処理

(2) コ

ード変換

(4)2値情報状態変化の検出

(6)コンソールによるデータ表示,設定

(7)データロギング

このうち,演算処理の内容としてほ

(1)合計値計算 (2)積 算

(3)偏 差 計 算 (4)最大,最小値計算

(5)平均値計算 (6)分 布 計 算

などが考えられる｡
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3.構 成

図dはデータ交換装置を適用した計算機システムの構成例を示し

たものである｡図に示すようにデータ交換装置の主要部分ほ,処理

装置と,データ交換入出力装置(DXI/0)とから構成されている｡

3.1処 理 装 置

処理装置としては,制御用小形計算機HIDIClOO(6)あるいは,

HIDIC500を適用している｡このため,演算処理などを行なう場合

各種のライブラリプログラムを使用することができる｡

HIDIClOO,HIDIC500をそれぞれ処理装置として適用した場合

のデータ交換装置の仕様は表1に示すとおりである｡

3.2 DXりO

DXI/0は,データ交換装置を特徴づけるハードウェアである｡

図7ほ,DXI/0の構成を示したものである｡DXI/0は,各情報伝

送装置1回線ごとに対応した入力回線ユニットおよび出力回線ユニ

ットとそれ以外の共通部とに分けることができる｡

走査回路は各回線の入力回線ユニット,出力回線ユニットのうち

レディ信号が新たに発生しているものを,処理装置からの指令に従

い順次走査し選択する｡

2進化10進一2進変換回路および2進一2進化10進変換回路は伝

送データと処理装置内

部のデータの形式の相

違のために設けられて

いる｡すなわち,伝送

データのうち数値デー

タは2進化10進形式

であることが多いのに

対し,処理装置内部は

純2進形式である｡こ

のためにコード変換が

必要になるが,処理装

置内部のプログラムで

これを行なうと,これ

だけで本来の送受信処

理に匹敵する時間を要

し,能率が悪いので,

DXI/0にハードウェ

アの変換回路を設け,

プログラムの指定に

よって任意に使用でき

るようにしたもので

ある｡

情
報
伝
送
裳
串
直

装置

情
報
伝
送

情
報
伝
送
装
置

情
報
伝装
送置

データ

データアドレス

レディ

アドレスレディ

データア

データレディ

データ

レ
ベ

ル
変
換
回
路

ゲ
ー
･
卜
回
路

ト音m

出力回謀ユニット♯1

レ
ベ
ル
変
換
回
路

レ
ジ
ス
タ

ト♯n-

ゲ
ー
ト
【
凶
路

ⅤOL.52 N0.12 1970

表1 日立データ交換装置仕様一覧

＼

項 目

HIDEX-100 HIDEX-500

プログラム方式 スト ア ド プ ロ グ ラ ム ス ト ア ド プ ロ グ ラ ム

主記憶装置

記 憶 容 量

サイクルタイム

語 長

ア メ モ リ

8,12,16K語

2J′S

16 ビット

ア メ モ リ

8,16,24,32K語

0.9J∠S

16 ピット

命 令 数 16種 基本17種

浜 算 速 度

加 減 算

乗 算

除 算

16.5/JS

170J`S(オプション)

204/上S(オプシロン)

外部 メ モリ

伝 送 速 度 最高1,200ポー

1.8/′S

lO.3J`S

ll.6J-S

磁気ドラム,32,64,128,
256,512K語

最高1,200ポー

処理可能回線数 1,200ポー換算 20回線 1,200ポー換算 80回線

伝送データ量 最大 2,000量 最大 4,000量

2進一-,2進化

10進コード変換
ハードウェア

周 辺 装 置

タ

ま検
ア出
ウL司
卜 岸各

ASR-33,PTR,プロセス

入出力装置,タイプライタ,

CRT

ハードウェア

ASR-33,PTR,磁気ドラム

プロセス入出力装置,

イタ,CRT

タイム7ウト

データアドレス

2進化10進→

2進

変換回路

切
換
回
路

タ
一

デ･刀一人

走
･
査

同H

仙柑

回線番号

走査指令

タイマ起動

タイマ
割込あ

データレディ

切

換

回

路

出力データ
2進一2進化

10進
変換回路

制

御

回

路

タイプラ

処

理

装

置

タイムアウト検出回

路ほ各回線のレディ信

号について時間監視を行ない,情報伝送装置あるいは伝送路の異常

を検出するものである｡時間監視は,1個の時限回路を用いて,各

回線について順次行なう方式としている｡

タイマ回路は,処理装置の送受信処理の周期を計時するもので,

処理装置からの起動指令によって,計時を開始し,設定時限が経過

すると処理装置に対して割込みをかけて,送受信処理を開始させる｡

タイマの時限は,処理対象の伝送速度,回線数に応じて,任意に設

定することができる｡

制御回路は,各種の入出力装置に共通なインターフェースに従っ

て処理装置とデータの受授を行なうものである｡
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図7 DXI/0 の 構 成

4.動 作

4.1プログラムの構成

データ交換装置内の処理は,

(1)送受信処理

(2)付 帯 処 理

に大別することができる｡

送受信処理とは,データ交換装置本来の枚能であるデータ交換枚

能のためのもので,データの伝送速度と同期して実行されなければ

ならない｡これに対して,付帯処理とは,送受信処理以外のすべて

の処理であり,送受信処理以外に,速度,記憶容量などの余裕があ

れば,その範囲内で実施されるものである｡したがって,データ交
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換装置の能力を考慮する場合,‾まず冴卜iこ,送受信処理を効率よく

実行できるように考慮し,次に,付帯処理を行なうための時間が,

なるべく多くなるようにしなければならない｡

図8は,プログラムの構成を示したものである｡図において,モ

ニタプログラムほ,各プログラムを総括管理するプログラムである｡

送受信処理プログラムと,それ以外の各種の付帯処理プログラムは,

このモニタプログラムの管理卜で動作するが,送受信処理プログラ

ムは,最優先で処理される｡

4.2 回線走査方式

送受信処理プログラムiこほ,すべての回線について図5のタイム

チャートに示す情報伝送装置からのレディ信号が継続している間

に,要求されているデータの処理を完了しなければならないという

時間的制限が課せられる｡情報伝送装置からのレディ信号は創司線

ごとに,全くランダムに発生する｡〉 またその継続時間ほ,たとえ

ば,図3i′こ示すデータフす-マットのCDTの場合には,伝送速度

DXI/0

START

ひ→回線番号

CPUに割込み
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NO
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数値データのとき
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SCAN開始指令
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入力データ

NO

データ人力

回線番号とり込み

濠終回線?

NO
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データアドレス取り込み

送信回線?

出力データ

タイマ起動

時間待ち

規定回線数終了?

YES

タイマ起動指令

図10 送 受 信 処 理
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が1,200ボーの場合には約34ms,600ボーの場合には約70msと

転送速度あるいは,情報伝さ送装置の種掛こよって異なっている｡し

たがって,データ交換装置は各回線のうちレディ信号の発生してい

る回線につし卜てのみ,できるだけむだな時間が発生しないように処

理LなけカLばならない｡

このためにほ,次の2種類の方法が考えられる｡

(1)各回線のレディ信号がONになれば,直ちiこその回線の処

理を行ない,その回線の処理が終わったらほかの回線のレ

ディ信号がONになるまで付帯処理を行なう｡

(2)ある時間間隔で,各回線のレディ信号を走査し,一回の走

査で,新たにレディ信号がONになった回線すべてについ

て,処理を行なってしまう｡

このうち第1の方式は,第2の方式に比べて,プログラムの切換

えのためにモニタプログラムの動作する回数が多く,時間的にむだ

が多くなり,付帯処理のために残される時間が少なくなる｡このた

め,日立データ交換装置でほ,第2の方式を採用している｡

第2の方式では,処理時間間隔を適当にとることが必要で,これ

がj毒すぎると,走査もれが発生する｡また,短すぎると,付帯処理

のために残さjtる時間が少なくなる｡日立データ交換装置では,こ

の時間間隔は,DXIノ/0内のタイマで計時し,一回の走査処理終了

後,一定時間後iこ,処理装置に割込みをかけて,次の走査を行なう

方式としている｡

ん3 プログラムの流れ

図9は,プログラムの時間的な流れを示している｡以下にこの動

作手順を説明する｡

曲 送受信処理プログラムが動作して,処理終了

するとモニタプログラムにコントロールが移

る｡

しカ モニタプログラムほ付帯処理プログラムのう

ち処理すべき,最優先プログラムにコントロ

2】52】4 2q

2他データ

数値データ

スーパーコミュ

テーションデータ

2値データ

数値データ

215214 20

2】521ヰ 20

RDIDアドレス

(イ)受信データ馴J子(RDID)

2152】ヰ 20

データアドレス

2152†4 20

データアドレス

(ロ)送信データ識別子(SDID)

図11 デ ー タ 識 別 子
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白一
図12 データ識別子とデータの配列

-ルを移す｡

(3)付帯処理プログラムが動作し,送受信処理が終了してから

一定時間7tが経過すると,DXI/0から割込みがかかり,

モニタプログラムにコントロールが移る｡

(4)モニタプログラムは,付帯処理プログラムをいったん中断

して,送受信処理プログラムにコントロールを移す｡

以下この動作を繰り返す｡このとき走査もれがないようにするた

めには,次の条件が満足されなければならない｡

JX紹＋g｡＋7も<丁

ここに, f:1回線あたりの送受信処理時間

〟:処理回線数

fo= 割込み禁止状態によるDXI/0からの割込みの遅

れ,入出力チャンネルの動作などによる送受信処

理の遅れ時間

了t:DXI/0のタイマの時限

丁:情報伝送装置からのレディ信号の継続時間

である｡このうちJoはほぼ固定の値であり,また了tほ付帯処理を

発生させるための時間である｡したがって送受信処理のための時間
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的な制限は,f,〝,丁によって決定される｡

1回線あたりの処理時間gほ,処理装置の速度によって決まる｡

なお送受信処理の中に,付帯処理的な処理を含ませると,この時間

が大きくなって処理可能回線数が減少するので,送受信処理の内容

は,データの伝送速度と同期して行なう必要のあるものに限られる

べきである｡

レディ信号の継続時間rほ,伝送速度によって決まる｡伝送速度

が低ければ,処理回線数乃を増加することができる｡

ん4 送受信処理

図10ほ,送受信処理の手順を示したものである｡

このうち,データ入力およびデータ出力処理のために,各データ

ごとに図】lに示すデータ識別子を用意している｡すなわち,デー

タは,2値データと数値データの2種類であり,これによって入出

力時に,DXI/0のコード変換回路を通すかどうかが決定される｡

また,コアメモリ内のデータ識別子と,データの配列は図t2に示

すようになっているので,送信データについてはデータ識別子の中

にデータアドレスが記憶されている｡これによって収集したデータ

を任意の個所へ分配するデータ交換を行なうことができる｡

5･鯖 口

以上 電力系統制御用のデータ交換システムについて述べた｡

本システムの開発により,従来,2点間の情報伝送装置の集合で

あった電力系統の情報伝送システムを,計算機による自動給電シス

テムの中の有機的な情報伝送システムとして活用することができる

ようになった｡

なお,今後情報伝送システムの自動監視,切換え,あるいは,

サイクリックな伝送形体をとらないデータについてのデータ交換な

ど,情報伝送システムへの計算枚の適用分野は残されており,これ

らについても検討を進めていきたい｡

終わりに,本システムの開発に際してご協力いただいた関係各位

に厚くお礼申し上げる｡
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